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SAR干渉画像で検出された地すべり域におけるボーリング・電気探査等の結果につ
いて
Result of boring, electrical resistivity and some surveys in the landslide area detected by
SAR interferometry
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宇根ほか (2008)は合成開口レーダー干渉画像を使って，平成 19年能登半島地震 (M6.9)により東向きにわずかに移動
した地すべりを明らかにした。この地すべりは，受け盤の緩傾斜の丘陵性斜面に 1.5km× 700mの広さを持ち，縁辺と
その内部に亀裂と小規模な斜面崩壊が見られた。その地すべり域でボーリング調査を行うと共に，露頭観察，電気探査，
渓流の pH，電気伝導度の計測を実施した。ボーリング調査と電気探査，pHの計測結果は明瞭なすべり面の存在を示さ
なかったが，電気伝導度の計測結果は地すべり域の斜面下方端を示した。これらの結果は，明瞭なすべり面を伴わない
地すべり土塊群がわずかに変形して東向きに移動したことを示唆している。そして本研究の結果は，研究対象地区で地
震によって生じた地すべりの特徴を示唆したものとなった。
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